
 

 

第４６回田川地区高校総体（春季大会）卓球競技実施要項 

 
                                          
１ 主 催 
  田川地区高等学校体育連盟 
 
２ 後 援 
  鶴岡市教育委員会 鶴岡卓球協会 
 
３ 主 管 
  田川地区高体連卓球専門部 
 
４ 日 時 
  ５月６日（土） ８時００分 開場・準備・練習 
          ８時３０分 監督会議 
          ９時００分 開会式（終了次第試合開始） 
  ５月７日（日） ８時００分 開場・練習 
          ８時４５分 競技開始 
５ 会 場 
  藤島町民体育館 
 
６ 参加資格 
  大会基本要項に準じる 
 
７ 競技種目 
  ①学校対抗  ②個人の部 ダブルス シングルス 
 
８ 競技方法 
（１）学校対抗は１複４単とし３番にダブルスを置き、ダブルスに出場した選手もシングルス  
に出場できるが、シングルスの１番、２番に出た選手同士でダブルスを組むことはできな  
い。 
 
（２）原則的に各種目ともトーナメント方式により優勝を決する。ただし、出場数によっては  
顧問会議において協議する。 
 
９ 競技規則 
（１）現行の日本卓球ルールを準用する。 
 
（２）規定のゼッケンを必ず背中につけること。又、学校対抗並びにダブルスに出場する選手  
は JTTAロゴマーク入りの同一の服装を着用すること。 
 
（３）引率責任者は、団体の場合校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認め  
る学校の職員とする。 
 
（４）外部指導者が監督・アドバイザーを務める場合には、別紙「外部指導者の登録規定」を  
遵守し「外部指導者申請書」を春季地区総体初日の朝までに提出すること。 
 
（５）団体戦は、対戦チーム双方からエントリー選手のうち１名を審判にあてる。 
 
（６）監督、シングルス・ダブルスのアドバイザーについて 
  ①学校職員・外部指導者は監督用の JTTAワッペン（平成１７年度のもので可）、選手に 



 

 

   ついてはゼッケンを着用のこと。 
  ②アドバイザーは、試合開始時に選手とともに競技場に入場する。試合途中にコートを離 
   れてもよいが、以後はそのコートに復帰できない。 
 
１０ 使用球 
  ニッタク硬球４０ｍｍ（白） 
 
１１ 代表数 
  学校対抗  男子 ６チーム 女子 ３チーム 
  ダブルス  男子 １０組  女子 ６組 
  シングルス 男子 ２６名＋２ 
       （＋２は昨年度県新人ベスト８の鶴東齋藤祐樹、瀬尾浩章が推薦出場のため） 
        女子 １２名 
 
１２ 顧問総会及び組合せ会議 
       ：４月２１日（金）１５：３０～  庄内総合高校 
 
１３ 締め切り：学校一括田川地区高体連事務局まで（４月２０日（木） 15:00 締切） 

   組み合わせ資料作成の都合上、同日時まで、庄内総合高校富樫晃宛 

  以下のものをメール送信をお願いします。 

 
  各校顧問メール送信済み 
  Excel ファイル「☆0402 地区総体（春）参加申込書（各校送付用）」 

           （ E-mail ： a-togashi@shonaisogo-h.ed.jp ）                                


